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(57)【要約】
【課題】自動的に結合が行える構成を有する雄型コネク
タ及び雌型コネクタ並びにこれらのコネクタからなる電
気コネクタを提供する。
【解決手段】押圧突起１０２が形成された可動部材７８
が結合方向と直交する方向に弾性部材１３０により移動
可能に組み込まれた雌型コネクタ１２に結合される雄型
コネクタ１３４であって、雄型コネクタ１３４は、雄型
コンタクト１３６と、雄型コンタクト１３６が収容され
る雄型ハウジング１４６と有し、雄型ハウジング１４６
は、可動部材７８の押圧突起１０２が形成された側と対
向する面に、押圧突起１０２に押圧される被押圧突起１
６０が形成されており、雌型コネクタ１２に結合される
際に、雌型コネクタ１２の弾性部材１３０の弾性力によ
り移動された可動部材７８の押圧突起１０２によって雄
型ハウジング１４６の被押圧突起１６０が押圧され、雄
型ハウジング１４６が結合方向に押し込まれている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　押圧突起が形成された可動部材が結合方向と直交する方向に弾性部材により移動可能に
組み込まれた雌型コネクタに結合される雄型コネクタであって、
　前記雄型コネクタは、少なくとも１本の雄型コンタクトと、前記雄型コンタクトが収容
される雄型ハウジングと有し、
　前記雄型ハウジングは、前記可動部材の前記押圧突起が形成された側と対向する面に、
前記押圧突起に押圧される被押圧突起が形成されており、
　前記雌型コネクタに結合される際に、前記雌型コネクタの前記弾性部材の弾性力により
移動された前記可動部材の前記押圧突起によって前記雄型ハウジングの前記被押圧突起が
押圧され、前記雄型ハウジングが結合方向に押し込まれていることを特徴とする雄型コネ
クタ。
【請求項２】
　前記雄型ハウジングの前記被押圧突起は、所定高さの柱状体で形成されており、
　前記被押圧突起は、前記雌型コネクタの前記可動部材に形成された前記押圧突起の結合
方向側が傾斜した部分で押圧されることを特徴とする請求項１に記載の雄型コネクタ。
【請求項３】
　前記雄型ハウジングの前記被押圧突起は、所定高さの結合方向側とは反対側に傾斜した
部分を有した傾斜押圧部を有しており、
　前記被押圧突起は、前記雌型コネクタの前記可動部材に形成された柱状体に形成された
前記押圧突起に押圧されることを特徴とする請求項１に記載の雄型コネクタ。
【請求項４】
　前記雄型ハウジングには、前記雌型コネクタに前記弾性部材が弾性変形されて弾性力が
蓄えられた状態で係止されている前記可動部材の係止を解除する係止解除部が形成されて
おり、
　前記雌型コネクタと結合される際に、前記雄型ハウジングの前記係止解除部が前記雌型
コネクタの前記可動部材の係止を解除し、前記押圧突起が形成された前記可動部材が前記
弾性部材の有する弾性力により移動され、前記被押圧突起が押圧されることを特徴とする
請求項１～３のいずれかに記載の雄型コネクタ。
【請求項５】
　前記被押圧突起は、前記係止解除突起に比べ、前記雄型ハウジングの結合方向側に形成
されており、
　前記雌型コネクタに結合される際に、前記被押圧突起が前記押圧突起に押圧可能な位置
に配置された後、前記係止解除突起により前記可動部材の係止が解除されることを特徴と
する請求項１～４のいずれかに記載の雄型コネクタ。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の雄型コネクタが結合される雌型コネクタであって、
　前記雌型コネクタは、前記雄型コンタクトと接触される少なくとも１本の雌型コンタク
トと、前記雌型コンタクトが収容されると共に前記雄型ハウジングが挿入される内部空間
が形成された雌型ハウジングと、前記雌型ハウジングに組み込まれた可動部材と、前記可
動部材を押圧する弾性部材と、を有し、
　前記雌型ハウジングには、結合方向と直交する方向に移動可能に前記可動部材が組み込
まれる組込部が形成され、
　前記組込部には、前記内部空間と連通する連通部が形成され、
　前記可動部材は、前記組込部の前記内部空間側に配置される側に前記押圧突起が形成さ
れ、
　前記雄型コネクタと結合される際に、前記弾性部材の弾性力により移動された前記可動
部材の前記押圧突起により、前記雄型ハウジングに形成された前記被押圧突起が押圧され
、前記雄型ハウジングが結合方向に押し込まれていることを特徴とする雌型コネクタ。
【請求項７】
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　前記押圧突起は、前記雄型コネクタの前記被押圧突起と押圧される側の結合方向側が傾
斜した傾斜押圧部を有しており、
　前記傾斜押圧部により、前記雄型コネクタの所定の高さの柱状体で形成された前記被押
圧突起が押圧されることを特徴とする請求項６に記載の雌型コネクタ。
【請求項８】
　前記押圧突起は、所定高さの柱状体で形成されており、
　前記押圧突起により、前記雄型コネクタの結合方向とは反対側が傾斜して形成された部
分が押圧されることを特徴とする請求項６に記載の雌型コネクタ。
【請求項９】
　前記押圧突起には、前記傾斜押圧部の端部側に結合方向に沿って形成された押圧面を有
し、
　雄型コネクタと結合された場合に、前記可動部材の前記押圧突起の前記押圧面により前
記雄型コネクタの前記被押圧突起が押圧し続けられることを特徴とする請求項７に記載の
雌型コネクタ。
【請求項１０】
　前記可動部材には、係止突起が形成され、
　前記組込部には、前記係止突起と係止される係止部が形成されており、
　前記雄型コネクタと結合される際に、前記可動部材は、前記弾性部材が弾性変形されて
弾性力が蓄えられた状態で前記可動部材の前記係止突起と前記組込部の前記係止部に係止
されて前記組込部に組み込まれており、
　前記係止突起は、前記雄型コネクタの前記係止突起と対向する面に形成された係止解除
部に当接させることで、前記係止部との係止が解除され、前記可動部材が前記弾性部材の
弾性力により移動され、前記可動部材の前記押圧突起により前記被押圧突起が押圧される
ことを特徴とする請求項６～９のいずれかに記載の雌型コネクタ。
【請求項１１】
　前記係止突起は、前記係止部と係止される反対側を基準に弾性変形可能な係止腕に形成
されていることを特徴とする請求項１０に記載の雌型コネクタ。
【請求項１２】
　請求項１～５のいずれかの雄型コネクタと、請求項６～１１のいずれかの雌型コネクタ
とからなることを特徴とする電気コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、雄型コネクタ及び雌型コネク並びにこれらのコネクタからなる電気コネクタ
に関し、詳しくは、雄型コネクタと雌型コネクタの結合時に半嵌合状態となることを抑制
できる構成を有する雄型コネクタ及び雌型コネクタ並びにこれらのコネクタからなる電気
コネクタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　雄型コネクタと雌型コネクタを結合させた際に、半嵌合状態を検知することができる電
気コネクタの発明が下記特許文献１に開示されている。下記特許文献１に開示された電気
コネクタは、第１の稜線部と、前記第１の稜線部から所定長さ延設されて対向する一対の
第１、第２の傾斜部が設けられた第１のカム突起を有するスライダーが長手結合方向と直
交する方向に弾性部材によりスライド移動自在に組み込まれた雌型コネクタに嵌合結合さ
れる雄型コネクタであって、前記雄型コネクタは、所定本数の良導電性のコンタクトと、
前記コンタクトが収容される電気絶縁性の雄型ハウジングとを備え、 前記雄型ハウジン
グは、該雄型ハウジングの外周壁面に、第２の稜線部と、前記第２の稜線部から所定長さ
で延設されて前記スライダーの第１の傾斜部に突き当たって摺接される第３の傾斜部と、
前記第２の稜線部から所定長さ延設されて前記第２の傾斜部に摺接されて圧接保持される
第４の傾斜部とを有する第２のカム突起が形成されている雄型コネクタと、前記雄型コネ
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クタのコンタクトと電気的に接触接続される所定本数の良導電性のコンタクトと、前記コ
ンタクトが収容される共に前記雄型ハウジングが嵌合される嵌合孔を有する電気絶縁性の
雌型ハウジングと、前記雌型ハウジングに組み込まれるスライダーとを備え、前記雌型ハ
ウジングは、長手結合方向と直交する方向に前記嵌合孔に連通したスライダーの組込み孔
が形成されて、前記スライダーは、スライダー本体に第１の稜線部と、前記第１の稜線部
から所定長さ延設されて前記雄型コネクタの第３の傾斜部が突き当たって摺接される第１
の傾斜部と、前記第１の稜線部から所定長さ延設されて前記第４の傾斜部に摺接されて圧
接保持される第２の傾斜部とを有する第１のカム突起が形成されて、前記スライダー本体
が前記組込み孔に前記第１のカム突起が前記嵌合孔に向けて弾性部材によりスライド移動
自在に装着されている雌型コネクタとからなることを特徴としている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１７５８６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に開示された電気コネクタによれば、雄型コネクタと雌型コネクタの結
合時に、雌型コネクタのスライダーに形成された突起と雄型コネクタのハウジングに形成
された突起とが突き当たり、この突き当り時の感触及びスライダー移動の目視により半嵌
合状態の有無を検知できるようになっている。
【０００５】
　しかし、上記特許文献１に開示された電気コネクタでは、雄型コネクタと雌型コネクタ
の嵌合結合は、結合が完了するまで使用者が力を加えている必要があり、また、半嵌合状
態と検知された場合、再度、使用者が結合を行なう必要がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、雌型コネクタと雄型コネクタが結合される際に、一定の距離嵌め合
わされることで、自動的に結合が行なわれる構成を備えた雄型コネクタ及び雌型コネクタ
並びにこれらの雄型コネクタと雌型コネクタからなる電気コネクタを提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載の雄型コネクタは、押圧突起が形成された
可動部材が結合方向と直交する方向に弾性部材により移動可能に組み込まれた雌型コネク
タに結合される雄型コネクタであって、
　前記雄型コネクタは、少なくとも１本の雄型コンタクトと、前記雄型コンタクトが収容
される雄型ハウジングと有し、
　前記雄型ハウジングは、前記可動部材の前記押圧突起が形成された側と対向する面に、
前記押圧突起に押圧される被押圧突起が形成されており、
　前記雌型コネクタに結合された場合、前記雌型コネクタの前記弾性部材の弾性力により
移動された前記可動部材の前記押圧突起によって前記雄型ハウジングの前記被押圧突起が
押圧され、前記雄型ハウジングが結合方向に押し込まれていることを特徴とする。
【０００８】
　また、第２の態様の雄型コネクタは、第１の態様の雄型コネクタにおいて、前記雄型ハ
ウジングの前記被押圧突起は、所定高さの柱状体で形成されており、
　前記被押圧突起は、前記雌型コネクタの前記可動部材に形成された前記押圧突起の結合
方向側が傾斜した部分で押圧されることを特徴とする。
【０００９】
　また、第３の態様の雄型コネクタは、第１の態様の雄型コネクタにおいて、前記雄型ハ
ウジングの前記被押圧突起は、所定高さの結合方向側とは反対側に傾斜した部分を有した
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傾斜押圧部を有しており、
　前記被押圧突起は、前記雌型コネクタの前記可動部材に形成された柱状体に形成された
前記押圧突起に押圧されることを特徴とする。
【００１０】
　また、第４の態様の雄型コネクタは、第１～第３のいずれかの態様の雄型コネクタにお
いて、前記雄型ハウジングには、前記雌型コネクタに前記弾性部材が弾性変形されて弾性
力が蓄えられた状態で係止されている前記可動部材の係止を解除する係止解除部が形成さ
れており、
　前記雌型コネクタと結合される際に、前記雄型ハウジングの前記係止解除部が前記雌型
コネクタの前記可動部材の係止を解除し、前記押圧突起が形成された前記可動部材が前記
弾性部材の有する弾性力により移動され、前記被押圧突起が押圧されることを特徴とする
。
【００１１】
　また、第５の態様の雄型コネクタは、第１～第４のいずれかの態様の雄型コネクタにお
いて、前記被押圧突起は、前記係止解除突起に比べ、前記雄型ハウジングの結合方向側に
形成されており、
　前記雌型コネクタに結合される際に、前記被押圧突起が前記押圧突起に押圧可能な位置
に配置された後、前記係止解除突起により前記可動部材の係止が解除されることを特徴と
する。
【００１２】
　第６の態様の雌型コネクタは、第１～第５のいずれかの態様の雄型コネクタが結合され
る雌型コネクタであって、
　前記雌型コネクタは、前記雄型コンタクトと接触される少なくとも１本の雌型コンタク
トと、前記雌型コンタクトが収容されると共に前記雄型ハウジングが挿入される内部空間
が形成された雌型ハウジングと、前記雌型ハウジングに組み込まれた可動部材と、前記可
動部材を押圧する弾性部材と、を有し、
　前記雌型ハウジングには、結合方向と直交する方向に移動可能に前記可動部材が組み込
まれる組込部が形成され、
　前記組込部には、前記内部空間と連通する連通部が形成され、
　前記可動部材は、前記組込部の前記内部空間側に配置される側に前記押圧突起が形成さ
れ、
　前記雄型コネクタと結合された状態にあっては、前記弾性部材の弾性力により移動され
た前記可動部材の前記押圧突起により、前記雄型ハウジングに形成された前記被押圧突起
が押圧され、前記雄型ハウジングが結合方向に押し込まれていることを特徴とする。
【００１３】
　また、第７の態様の雌型コネクタは、第６の態様の雌型コネクタにおいて、前記押圧突
起は、前記雄型コネクタの前記被押圧突起と押圧される側の結合方向側が傾斜した傾斜押
圧部を有しており、
　前記傾斜押圧部により、前記雄型コネクタの所定の高さの柱状体で形成された前記被押
圧突起が押圧されることを特徴とする。
【００１４】
　また、第８の態様の雌型コネクタは、第６の態様の雌型コネクタにおいて、前前記押圧
突起は、所定高さの柱状体で形成されており、
　前記押圧突起により、前記雄型コネクタの結合方向とは反対側が傾斜して形成された部
分が押圧されることを特徴とする。
【００１５】
　また、第９の態様の雌型コネクタは、第７の態様の雌型コネクタにおいて、前記押圧突
起には、前記傾斜押圧部の端部側に結合方向に沿って形成された押圧面を有し、
　雄型コネクタと結合された場合に、前記可動部材の前記押圧突起の前記押圧面により前
記雄型コネクタの前記被押圧突起が押圧し続けられることを特徴とする。
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【００１６】
　また、第１０の態様の雌型コネクタは、第６～９のいずれかの態様の雌型コネクタにお
いて、前記可動部材には、係止突起が形成され、
　前記組込部には、前記係止突起と係止される係止部が形成されており、
　前記雄型コネクタと結合される際に、前記可動部材は、前記弾性部材が弾性変形されて
弾性力が蓄えられた状態で前記可動部材の前記係止突起と前記組込部の前記係止部に係止
されて前記組込部に組み込まれており、
　前記係止突起は、前記雄型コネクタの前記係止突起と対向する面に形成された係止解除
部に当接させることで、前記係止部との係止が解除され、前記可動部材が前記弾性部材の
弾性力により移動され、前記可動部材の前記押圧突起により前記被押圧突起が押圧される
ことを特徴とする。
【００１７】
　また、第１１の態様の雌型コネクタは、第１０の態様の雌型コネクタにおいて、前記係
止突起は、前記係止部と係止される反対側を基準に弾性変形可能な係止腕に形成されてい
ることを特徴とする。
【００１８】
　第１２の態様の電気コネクタは、第１～第５のいずれかの態様の雄型コネクタと、第６
～第１１のいずれかの態様の雌型コネクタとからなることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　第１の態様の雄型コネクタによれば、相手方の雌型コネクタと結合された場合に、雄型
ハウジングに形成された被押圧突起が、雌型コネクタの可動部材に形成された押圧突起に
押圧され、雄型ハウジングが結合方向に押し込められることで結合を確実に行うことがで
きるようになり、半嵌合状態となることを抑制することができる。
【００２０】
　また、第２又は第３の態様の雄型コネクタによれば、雌型コネクタの可動部材に形成さ
れた押圧突起に対応した被押圧突起を容易に形成することができる。
【００２１】
　また、第４の態様の雄型コネクタによれば、雌型コネクタと結合される際に、雄型ハウ
ジングに形成された係止解除部により、雌型コネクタの可動部材の係止を解除させること
ができるので、簡単な構造とすることができる。
【００２２】
　また、第５の態様の雄型コネクタによれば、雌型コネクタへの結合を円滑におこなうこ
とができるようになる。
【００２３】
　第６の態様の雌型コネクタによれば、雄型コネクタと結合された場合に、雌型ハウジン
グに組み込まれた可動部材に形成された押圧突起が、弾性部材の弾性力により雄型コネク
タに形成された被押圧突起を押圧することで、雄型ハウジングが結合方向に押し込められ
るようになり、結合を確実に行うことができ、半嵌合状態となることを抑制することがで
きる。
【００２４】
　また、第７又は第８の態様の雌型コネクタによれば、雄型コネクタに形成された被押圧
突起に対応する押圧突起を容易に形成することができる。
【００２５】
　また、第９の態様の雌型コネクタによれば、雄型コネクタと結合された後も、可動部材
の押圧突起が弾性部材の弾性力により雄型コネクタの被押圧突起を押圧することで、確実
な結合を行なうことができると共に、振動等に対しての耐久性を高くすることができる。
【００２６】
　また、第１０の態様の雌型コネクタによれば、雄型コネクタと結合される際に、雄型ハ
ウジングに形成された係止解除部により、雌型コネクタの可動部材の係止を解除させるこ
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とができるので、簡単な構造とすることができる。
【００２７】
　また、第１１の態様の雌型コネクタによれば、係止解除突起により係止突起と係止部と
の係止解除を円滑に行なうことができるようになる。
【００２８】
　第１２の態様の電気コネクタによれば、第１～第５のいずれかの態様の雄型コネクタと
、第６～第１１のいずれかの態様の雌型コネクタのそれぞれの効果を奏する電気コネクタ
を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】図１Ａは本発明の実施形態に係る電気コネクタを構成する雌型コネクタと雄型コ
ネクタとを外した状態を示した斜視図であり、図１Ａは雄型コネクタと雌型コネクタを結
合させた状態を示した斜視図である。
【図２】図２は電気コネクタの分解斜視図である。
【図３】図３Ａはスライダーを係止させた状態を示した雌型コネクタの斜視図であり、図
３Ｂはスライダーの係止を解除した状態を示した斜視図である。
【図４】図４はスライダーの係止を解除した状態の雌型コネクタを示し、図４Ａは正面図
であり、図４Ｂは平面図であり、図４Ｃは一方から見た側面図である。
【図５】図５Ａは雌型コネクタの別方向から見た斜視図であり、図５Ｂは雌型ハウジング
を示した斜視図である。
【図６】図６はスライダーを示し、図６Ａは斜視図であり、図６Ｂは別方向から見た斜視
図である。
【図７】図７はスライダーを示し、図７Ａは平面図であり、図７Ｂは正面図であり、図７
Ｃは底面図である。
【図８】図８は雄型コネクタを示し、図８Ａは斜視図であり、図８Ｂは正面図である。
【図９】図９は雄型コネクタを示し、図９Ａは平面図であり、図９Ｂは一方から見た側面
図であり、図９Ｃは底面図である。
【図１０】図１０は雄型コネクタと雌型コネクタの結合の工程を示し、図１０Ａは図１Ａ
のXA－XA線での断面斜視図であり、図１０Ｂは図１０Ａに続く工程の斜視図である。
【図１１】図１１Ａは図１０Ｂに続く工程の斜視図であり、図１１Ｂは図１１Ａに続く工
程の斜視図である。
【図１２】図１２は雄型コネクタと雌型コネクタの結合の工程を示し、図１２Ａは図１Ａ
のXIIA－XIIA線での断面斜視図であり、図１２Ｂは図１２Ａに続く工程の斜視図である。
【図１３】図１３Ａは図１２Ｂに続く工程の斜視図であり、図１３Ｂは図１３Ａに続く工
程の斜視図である。
【図１４】図１４Ａ～図１４Ｄは、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１３Ａ、図１３Ｂのスライダ
ーの部分を中心として拡大した状態を示すそれぞれの拡大断面図である。
【図１５】図１５Ａは図１２ＡのXVA－XVA線での断面図であり、図１５Ｂは図１２ＢのXV
B－XVB線での断面図であり、図１５Ｃは図１３ＡのXVC－XVC線での断面図であり、図１５
Ｄは図１３ＢのXVD－XVD線での断面図である。
【図１６】図１ＢのXVI-XVI線での断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。但し、以下に示す実施形態は、本
発明の技術思想を具体化するための雄型コネクタ及び雌型コネクタ並びにこれらのコネク
タからなる電気コネクタを例示するものであって、本発明をこれらに特定することを意図
するものではなく、特許請求の範囲に含まれるその他の実施形態のものにも等しく適応し
得るものである。
【００３１】
［実施形態］
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　図１～図１６を参照して、本発明の実施形態に係る電気コネクタ１０について説明する
。電気コネクタ１０は、図１及び図２に示すように、雌型コネクタ１２と雄型コネクタ１
３４とで構成されている。そして、実施形態に係る電気コネクタ１０は、雄型コネクタ１
３４と雌型コネクタ１２を嵌合させることで、それぞれに設けられた各コンタクト１４、
１３６が接触され、電気的な接続が行われる。このとき、雌型コネクタ１２には、弾性部
材としてのコイル状のバネ１３０と、このバネ１３０の弾性力により移動される可動部材
としてのスライダー７８が設けられており、このスライダー７８には、雄型コネクタ１３
４に形成された被押圧突起１６０を押圧する押圧突起１０２が形成されている（図６参照
）。そして、雌型コネクタ１２に雄型コネクタ１３４が挿入された場合、雌型コネクタ１
２のスライダー７８が弾性力により移動されると共に、雄型コネクタ１３４に形成された
被押圧突起１６０が押圧突起１０２により押圧されることで、雄型コネクタ１３４と雌型
コネクタ１２の結合が確実に行われるようになっている（図１４、図１５参照）。以下、
雄型コネクタ１３４及び雌型コネクタ１２について説明する。
【００３２】
　まず、図２～図７、図１０～図１３及び図１６を参照して、雌型コネクタ１２について
説明する。雌型コネクタ１２は、図２及び図１６に示すように、所定本数の雌型コンタク
ト１４と、これらの雌型コンタクト１４が収容される雌型ハウジング２４と、雌型ハウジ
ング２４内に装着された雌型リテーナ１３２と、雌型ハウジング２４に弾性部材としての
バネ１３０を介在して移動可能に組み込まれた可動部材としてのスライダー７８とで構成
されている。
【００３３】
　雌型コンタクト１４は、図２及び図１６に示すように雌型コンタクト本体１６と、この
雌型コンタクト本体１６の一方側に雄型コンタクト１３６と接触される接触部１８と、他
方側に電線２２が接続される接続部２０とを有する金属等の導電性材料で形成されている
。なお、実施形態の雌型コネクタ１２では、２本の雌型コンタクト１４が設けられている
。
【００３４】
　雌型ハウジング２４は、図３～図５、図１０～図１３及び図１６に示すように、相手方
の雄型コネクタ１３４が嵌合結合される結合部２６と、結合部２６の反対側であって、雌
型コンタクト１４に接続された電線２２が支持される電線支持部２８とを有し、それぞれ
が連通された中空の内部空間５０を有するように、樹脂材料で形成されている。
【００３５】
　結合部２６は、雄型ハウジング１４６が差し込まれる側の前面３０と、前面３０と対向
し、電線支持部２８が延設された後面３８と、外周を囲う上面４０、底面４２、一方の側
面４４及び他方の側面４６とで構成された略直方体形状の筒状体で形成されている。また
、結合部２６の内部には、前面３０に形成された開口部３２と連通する内部空間５０が設
けられ、この内部空間５０には雌型リテーナ１３２が設けられると共に、装着された雌型
コンタクト１４が配置されるようになる。なお、内部空間５０は電線支持部２８と連通さ
れている。
【００３６】
　また、内部空間５０の４隅には、楔状の楔状溝５４が形成されており、前面３０側から
奥側の後面３８に向かうに連れて徐々に狭くなっている。なお、底面４２側の楔状溝５４
には、楔状溝５４の端部からさらに奥側、すなわち後面３８側に向かって形成されるガイ
ド溝５６が形成されている。さらに、内部空間５０には、装着された雌型コンタクト１４
を位置決め固定させるための固定片５２が形成されている（図１６参照）。また、結合部
２６には、内部空間５０の上面４０側に、スライダー７８が組込まれる組込部５８が形成
されている。
【００３７】
　結合部２６の前面３０には、雄型コネクタ１３４が差し込まれる開口部３２が形成され
、さらに、この開口部３２の４隅の角部には、それぞれ外側に向かって凹んだ凹部３４が
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形成されている。この凹部３４は、内部空間５０に形成された楔状溝５４の入り口となっ
ている。
【００３８】
　開口部の上面４０側には、所定の幅の溝が形成されている。この溝は、雄型コネクタ１
３４が雌型コネクタ１２に挿入される際に、雄型コネクタ１３４に形成された後述する被
押圧突起１６０及び係止解除突起１６８が通過する通過溝３６となっており、これらの各
突起１６０、１６８が通過できる幅で形成され、組込部５８に繋がっている。
【００３９】
　また、結合部２６の前面３０の上面４０側には、平坦な矩形状の平開口部１２６が形成
され、この平開口部１２６は、組込部５８に連通されている。
【００４０】
　結合部２６の後面３８には、電線支持部２８が延設されている。また、後面３８の電線
支持部２８の上方には、前面３０に形成された平開口部１２６と対向するように、同様の
平開口部１２６が形成されている（図示省略）。
【００４１】
　結合部２６の上面４０には、スライダー７８が組込まれる組込部５８が他方の側面４６
側に亘って開口されて形成されている。
【００４２】
　結合部２６の他方の側面４６には、スライダー７８の組込部５８が上面４０側に開口さ
れて形成されている。また、他方の側面４６には、内部空間５０と連通した窓部４８が形
成されている。この窓部４８は、対向する一方の側面４４にも形成されている。また、結
合部の底面４２は、平坦な面で形成されている。
【００４３】
　結合部２６に形成された組込部５８は、スライダー７８が他方の側面４６側の入口側７
６から組み込まれて、嵌合方向に対して直角方向に移動可能なように切り欠かれて形成さ
れている。また、組込部５８は、内部空間５０と繋がる連通部６０と、スライダー７８の
移動を案内する一対の案内部６２が対向して形成されている。
【００４４】
　連通部６０は、雄型コネクタ１３４が雌型コネクタ１２の結合部２６に挿入される場合
に、スライダー７８に形成された押圧突起１０２が移動される空間となり、また、挿入さ
れた雄型コネクタ１３４に形成された被押圧突起１６０が移動され、スライダー７８の押
圧突起１０２と接触される部分となる。
【００４５】
　また、案内部６２は、組込部５８の前面３０側及び後面３８側に対向してそれぞれ形成
されている。この案内部６２は、連通部６０側の下段部６８と、下段部６８に比べて高い
上段部６４を有する段状で形成されている。
【００４６】
　なお、案内部６２の下段部６８の前面３０側には、スライダー７８がバネ１３０を弾性
変形させて弾性力を蓄えた状態、すなわち、バネ１３０を縮めた状態で係止される係止部
６６がそれぞれ形成されている。
【００４７】
　また、スライダー７８が組み込まれる入口側７６となる案内部６２の上段部６４側の他
方の側面４６側には、後述するスライダー７８に形成された規制突起１１６が当接される
壁部７２がそれぞれ形成されている。なお、この壁部７２は、スライダー７８の案内腕１
１２はそのまま通過できるが、規制突起１１６が形成された部分は案内腕１１２が狭めら
れるように弾性変形しなければ通過できないような幅で形成されている。
【００４８】
　また、案内部６２は、結合部２６の前面３０及び後面３８に形成された平開口部１２６
とそれぞれ連通されている。
【００４９】
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　また、結合部２６には、組込部５８の奥側、すなわち、一方の側面４４側の上面４０の
裏側に、後述するスライダー７８に形成された案内レール９２が通過する一対の案内溝７
４と、山部９０が通過するトンネル溝７５が形成されている。
【００５０】
　また、組込部５８の奥側、すなわち、一方の側面４４側の内側には、バネ１３０が取り
付けられる取付部７０がスライダー７８の移動方向に沿って突出して形成されている。な
お、実施形態の取付部７０は、コイル状のバネ１３０の内側に収まるような円柱体で形成
されている。
【００５１】
　次に、スライダー７８について図６、図７、図１０～図１３を参照して説明する。スラ
イダー７８は、平坦な直方体状であって、樹脂材料で形成されており、雌型ハウジング２
４の結合部２６に形成された組込部５８に移動可能な状態で組み込まれる。スライダー７
８は、バネ１３０が挿入される挿入口８２が形成された前壁部８０と、前壁部８０の反対
側であって、使用者が操作を行う操作部８６を有する後壁部８４と、雌型ハウジング２４
の結合部２６の上面４０側に設けられる上壁部８８と、雌型ハウジング２４の内部空間５
０側に設けられる底壁部９４と、一方の側壁部９６及び他方の側壁部９８とで構成されて
いる。また、スライダー７８の内部には、バネ１３０が収容されるバネ収容部１２４が形
成されている。
【００５２】
　スライダー７８の底壁部９４には、雄型コネクタ１３４に形成された被押圧突起１６０
を押圧する押圧突起１０２が形成されている。さらに、スライダー７８の一方の側壁部９
６及び他方の側壁部９８側には、前壁部８０側を軸として、スライダー７８の移動方向と
は直角方向に弾性変形可能な片持ち型の案内腕１１２がそれぞれ形成されている。この案
内腕１１２は、前壁部８０側が繋がるような第１スリット１１０がそれぞれ形成されて、
弾性変形が可能なようにされている。なお、案内腕１１２の先端側には、スライダー７８
の移動を規制する規制部１１４がそれぞれ形成されている。この規制部１１４は、案内腕
１１２の外側に突出した規制突起１１６を有し、この規制突起１１６が組込部５８に形成
された案内部６２の入口側７６の壁部７２と当接することで、バネ１３０の弾性力により
移動されたスライダー７８が規制されるようになる。
【００５３】
　また、他方の側壁部９８側であって、案内腕１１２の内側には、前壁部８０側を軸とし
て、上壁部８８側に弾性変形可能な係止腕１２０が形成されている。この係止腕１２０は
、前壁部８０側が繋がるような第２スリット１１８が形成されており、案内腕１１２の第
１スリット１１０と第２スリット１１８との間に設けられている。
【００５４】
　スライダー７８の前壁部８０は、略中央部に所定の大きさの挿入口８２が形成されてい
る。この挿入口８２は、実施形態では、例えば、バネ１３０が挿入可能な大きさで形成さ
れている。また、前壁部８０の底壁部９４側には、底壁部９４に形成される押圧突起１０
２が前壁部８０側と繋がるように形成されている。さらに、一方の側壁部９６側及び他方
の側壁部９８側は、段状に形成されており、雌型ハウジング２４の結合部２６に形成され
た組込部５８の各案内部６２に対応するような形状となっている。
【００５５】
　スライダー７８の後壁部８４は、操作部８６が設けられており、操作部８６は、使用者
が操作を行ないやすくするように、中央部が最も凹んでおり、両端に向かうにつれて徐々
に中央部に比べ前壁部８０から離れるような曲面状に形成されている。なお、後壁部８４
の他方の側壁部９８側には、係止腕１２０を形成するための第２スリット１１８が形成さ
れている。
【００５６】
　また、スライダー７８の上壁部８８は、内部にバネ１３０が挿入されるバネ収容部１２
４が形成されるため、中央部分が盛り上がった山部９０が形成されている。さらに、山部
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９０の両側には、前壁部８０から後壁部８４に亘って一対の案内レール９２が形成されて
いる。
【００５７】
　また、上壁部８８の他方の側壁部９８側には、後壁部８４から繋がる第２スリット１１
８が前壁部８０に至る手前まで形成されている。また、上壁部８８の一方の側壁部９６側
及び他方の側壁部９８側には、案内腕１１２を形成するための第１スリット１１０がそれ
ぞれ形成されている。なお、上壁部８８の後壁部８４側は、操作部８６が設けられるため
に、肉厚に形成されている。
【００５８】
　底壁部９４は、略中央部に押圧突起１０２が底壁部９４の平面から所定の高さ突出して
形成されている。押圧突起１０２は、前壁部８０側から後壁部８４側に向かうにつれて、
一方の側壁部９６側から他方の側壁部９８側に向かうように傾斜して形成されている。こ
の傾斜して立設された部分は傾斜押圧部１０４となり、雌型コネクタ１２に雄型コネクタ
１３４が挿入された際に、雄型コネクタ１３４の被押圧突起１６０を押圧することで雄型
コネクタ１３４を雌型コネクタ１２の奥方向に押圧できるような形状に形成されている。
すなわち、傾斜押圧部１０４は、スライダー７８が雌型ハウジング２４の組込部５８に組
み込まれた際に、雄型コネクタ１３４が挿入される側とは反対側に傾斜して形成されてい
る。
【００５９】
　また、押圧突起１０２の傾斜押圧部１０４の前壁部８０側には、スライダー７８の移動
方向に沿った抜け止め面１０８が形成されている。さらに、押圧突起１０２の傾斜押圧部
１０４の反対側には、窪み１０６が形成されている。また、押圧突起１０２のスライダー
７８の前壁部８０側には、押圧面１０９がスライダー７８の移動方向と直行、すなわち、
前壁部８０と並行となるように形成されている。
【００６０】
　また、底壁部９４には、上壁部８８と同様に、各第１スリット１１０及び第２スリット
１１８が形成されており、各案内腕１１２及び係止腕１２０が形成されている。
【００６１】
　なお、係止腕１２０の底壁部９４側には、スライダー７８をバネ１３０が縮んだ状態で
雌型ハウジング２４の組込部５８に固定させておく係止突起１２２が形成されている。こ
の係止突起１２２は、結合部２６の組込部５８に形成された係止部６６に係止される部分
となる。また、スライダー７８の係止突起１２２は、組込部５８の係止部６６と係止され
る側、すなわち、後壁部８４側は垂直な面となっており、他方の側壁部９８側及び前壁部
８０側は傾斜した面取りがされている。
【００６２】
　また、底壁部９４の一方の側壁部９６側と他方の側壁部９８側は、第１スリット１１０
を挟んで段差がそれぞれ形成されており、各案内腕１１２が他の部分に比べて薄肉となっ
ている。
【００６３】
　一方の側壁部９６及び他方の側壁部９８は、それぞれ案内腕１１２の外側となる部分と
なっている。また、案内腕１１２の端部の規制部１１４の外側の面には、他の面より突出
した規制突起１１６が形成されている。
【００６４】
　なお、スライダー７８の一方の側壁部９６側及び他方の側壁部９８側の上壁部８８及び
底壁部９４が、組込部５８の案内部６２内を移動されるようになる。
【００６５】
　また、雌型リテーナ１３２は、後述する雄型コネクタ１３４に設けられた雄型リテーナ
１８６と係合されるようになり、雄型コネクタ１３４との結合が確実に行なわれるように
なる。
【００６６】
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　また、雌型コネクタ１２の組立ては、まず、接続部２０に電線２２を接続した各雌型コ
ンタクト１４を雌型ハウジング２４の電線支持部２８側から挿入し、内部空間５０に形成
された固定片５２に雌型コンタクト１４が固定されるまで押し込み、雌型ハウジング２４
に雌型コンタクト１４が取り付けられる。その後、雌型ハウジング２４の結合部２６の前
面３０に形成された開口部３２から雌型リテーナ１３２を挿入し、内部空間５０に装着さ
せる。
【００６７】
　次に、雌型ハウジング２４にスライダーを組み込む。この組み込みは、まず、スライダ
ー７８の前壁部８０に形成された挿入口８２からバネ１３０を挿入し、スライダー７８内
のバネ収容部１２４に収容させる。このとき、バネ１３０は、スライダー７８の挿入口８
２から突き出した状態となってもよい。その後、雌型ハウジング２４の結合部２６に形成
された組込部５８の一方の側面４４側に形成された円柱状の取付部７０にスライダー７８
に収容したコイル状のバネ１３０が差し込まれて取り付けられる。そして、スライダー７
８の一方の側壁部９６側及び他方の側壁部９８側の案内部６２に対応する部分を組込部５
８の他方の側面４６側の入口側７６から案内部６２に挿入する。
【００６８】
　その後、スライダー７８をさらに組込部５８内に押し込むことで、組込部５８の案内部
６２の上段部６４側の側面に形成された壁部７２により、スライダー７８の案内腕１１２
の端部に形成された規制突起１１６が弾性変形し、各案内腕１１２が押し込まれる。この
とき、弾性変形した案内腕１１２が元の状態に回復することで、案内腕１１２の規制突起
１１６が組込部５８の壁部７２に当接するようになり、スライダー７８が組込部５８から
外れなくなる。
【００６９】
　さらに、スライダー７８を組込部５８の奥側、すなわち、一方の側面４４側へ押し込む
ことで、スライダー７８の係止腕１２０に形成された係止突起１２２が組込部５８の係止
部６６を乗り越えた後、この係止部６６と係止され、スライダー７８はバネ１３０が縮ん
だ状態で組込部５８に組み込まれるようになる。このとき、スライダー７８の案内腕１１
２の規制突起１１６及び後壁部８４の一部はそれぞれ雌型ハウジング２４の組込部５８側
の平開口部１２６と連通した隙間１２８を摺動して移動される。以上で、雌型コネクタ１
２の組立てが完了する。
【００７０】
　次に、図２、図８、図９、図１６を参照して雄型コネクタ１３４について説明する。雄
型コネクタ１３４は、図２及び図１６に示すように、所定本数の雄型コンタクト１３６と
、これらの雄型コンタクト１３６が収容される雄型ハウジング１４６と、雌型コネクタ１
２に設けられた雌型リテーナ１３２と接続させることでコネクタ同士を確実に結合させる
ための雄型リテーナ１８６と、で構成されている。
【００７１】
　雄型コンタクト１３６は、図２及び図１６に示すように、雄型コンタクト本体１３８を
有し、雄型コンタクト本体１３８の一方側に雌型コネクタ１２に設けられる雌型コンタク
ト１４と接触される接触部１４０と、他方側に電線１４４が接続される接続部１４２と、
を有し、金属等の導電性材料で形成されている。なお、実施形態の雄型コネクタ１３４に
は、２本の雄型コンタクト１３６が設けられている。
【００７２】
　雄型ハウジング１４６は、相手方の雌型コネクタ１２に挿入される挿入部１４８と、挿
入部１４８の反対側であって、雄型コンタクト１３６に接続された電線１４４を支持する
電線支持部１５０とを有し、それぞれが連通された中空の内部空間１７８を有するように
樹脂材料で形成されている。
【００７３】
　挿入部１４８は、雌型ハウジング２４に挿入される側の前面１５２と、前面１５２と対
向し、電線支持部１５０が延設された後面１５６と、外周を囲う上面１５８、底面１７０
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、一方の側面１７２及び他方の側面１７４とで構成された略直方体形状の筒状体で形成さ
れている。
【００７４】
　また、挿入部１４８の内部には、前面１５２に形成された開口部１５４と連通する内部
空間１７８が設けられ、この内部空間１７８には雄型リテーナ１８６が設けられると共に
、装着された雄型コンタクト１３６が配置されるようになる。さらに、内部空間１７８に
は、装着された雄型コンタクト１３６を位置決め固定させるための固定片１８０が形成さ
れている。
【００７５】
　挿入部１４８の上面１５８は、矩形状の板状体で形成されており、外周側には立設され
た２つの突起１６０、１６８と、挿入方向に沿った一対の線状突起部１７６が２つの突起
１６０、１６８を挟んで形成されている。なお、この線状突起部１７６は、２つの突起１
６０、１６８に比べ低背で形成されている。
【００７６】
　２つの突起のうち、雌型コネクタ１２に先に挿入される側、すなわち、前面１５２側に
形成された突起は、雌型コネクタ１２に設けられたスライダー７８に形成された押圧突起
１０２に押圧される被押圧突起１６０となっている。この被押圧突起１６０は、上面１５
８の略中心軸上であって、外周から所定高さ立設して形成されている。また、被押圧突起
１６０は、図８Ａ、図９Ａに示すように、平面視で一方の側面１７２側、すなわち雌型コ
ネクタ１２のスライダー７８に形成された押圧突起１０２と接する側が曲面状に形成され
た曲面状部１６２となり、また、他方の側面１７４側の曲面状部１６２を除く部分が平面
状に形成された平面状部１６４となり、平面状部１６４側に略直角の角を有するような柱
状体となっている。
【００７７】
　このとき、曲面状部１６２の側であって、挿入方向とは反対側、すなわち後面１５６側
は、押圧突起１０２と直接接触され、押圧される被押圧部１６６となっている。この被押
圧部１６６は、後面１５６側の平面状部１６４の部分に比べ、後面１５６側に突出して形
成されている。
【００７８】
　また、２つの突起のうち、後面１５６側に形成された突起は、雌型コネクタ１２にバネ
を縮めた状態で組み込まれたスライダー７８の係止を解除する係止解除部としての係止解
除突起１６８となっている。この係止解除突起１６８は、雌型コネクタ１２において、ス
ライダー７８の係止突起１２２と雌型ハウジング２４の組込部５８の係止部６６が係止
された状態において、雄型コネクタ１３４を雌型コネクタ１２に挿入することで、係止解
除突起１６８によりスライダー７８の係止突起１２２を押し上げることで係止部６６から
係止を解除する部分となる。そのため、係止解除突起１６８は、係止突起１２２を押し上
げた際に係止部６６の高さを越えることができる程度の高さで形成されている。
【００７９】
　なお、係止解除突起１６８は、円滑に係止突起１２２を押し上げることができるように
、挿抜方向側を面取りした面取り部１６９が形成されている（図９Ａ、図９Ｂ参照）。
【００８０】
　また、係止解除突起１６８は、雌型コネクタ１２のスライダー７８の係止突起１２２が
配置された位置に対応するように、雄型ハウジング１４６の中心軸から一方の側面１７２
側にずれた位置に形成されている。
【００８１】
　また、被押圧突起１６０と係止解除突起１６８は、係止解除突起１６８に比べ被押圧突
起１６０が雌型コネクタ１２に挿入される側、ずなわち、前面１５２側に形成されている
。
【００８２】
　挿入部１４８の底面１７０には、上面１５８に形成されているように挿入方向に沿った
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一対の線状突起部１７６が形成されている。また、
【００８３】
　一方の側面１７２及び他方の側面１７４には、上面１５８に形成されているように挿入
方向に沿った一対の線状突起部１７６がそれぞれ形成されている。
【００８４】
　なお、挿入部１４８の後面１５６側の外周の４隅には、楔状の楔突起１８２が形成され
ており、前面１５２側から後面１５６側に向かうに連れて徐々に大きくなっている。なお
、底面１７０側の楔突起１８２には、前面１５２側から楔突起１８２の端部に向かって立
設されたガイド突起１８４が形成されている。
【００８５】
　また、雄型コネクタ１３４の組立ては、各雄型コンタクト１３６の接続部１４２に電線
１４４を接続した各雄型コンタクト１３６を雄型ハウジング１４６の電線支持部１５０側
から挿入し、内部空間１７８に形成された固定片１８０に雄型コンタクト１３６が固定さ
れるまで押し込むことで、雄型ハウジング１４６に雄型コンタクト１３６が取り付けられ
る。また、雄型ハウジング１４６の挿入部１４８の前面１５２に形成された開口部１５４
から雄型リテーナ１８６を挿入し、内部空間１７８に装着させ、雄型コネクタ１３４の組
立てが完了する。
【００８６】
　次に、雄型コネクタ１３４と雌型コネクタ１２の結合について図１、図１０～図１６を
参照して説明する。まず、雄型コネクタ１３４の挿入部１４８の前面１５２と雌型コネク
タ１２の結合部２６の前面３０を対向させて配置させる。このとき、雌型コネクタ１２の
スライダー７８は、組込部５８にバネ１３０を縮ませた状態で係止されて保持されている
（図１Ａ、図１０Ａ、図１２Ａ、図１４Ａ、図１５Ａ参照）。
【００８７】
　次に、雌型コネクタ１２の結合部２６の前面３０の開口部３２に、雄型コネクタ１３４
の挿入部１４８を前面１５２側から挿入させる。このとき、挿入部１４８の上面１５８に
形成された被押圧突起１６０と係止解除突起１６８は、結合部２６の前面３０に形成され
た通過溝３６を通過し、また、挿入部１４８のガイド突起１８４は結合部２６のガイド溝
５６に沿って挿入される（図１０Ｂ、図１２Ｂ、図１４Ｂ、図１５Ｂ参照）。
【００８８】
　その後、さらに雄型コネクタ１３４を挿入させると、挿入部１４８の上面１５８に形成
された係止解除突起１６８が、雌型コネクタ１２に設けられたスライダー７８の係止腕１
２０に形成された係止突起１２２と当接される。そして、雄型コネクタ１３４がさらに押
し込まれることで、挿入部１４８の係止解除突起１６８により係止突起１２２が上方に押
し上げられると共にスライダー７８の係止腕１２０が弾性変形し、上方へ移動される。こ
のように、スライダー７８の係止突起１２２が押し上げられることで、結合部２６の組込
部５８に形成された係止部６６との係止が解除されるようになる。そして、スライダー７
８の係止が解除されることで、スライダー７８はバネ１３０の弾性力により組込部５８内
を入口側７６に移動されるようになる。このとき、スライダー７８は、雄型コネクタ１３
４が挿入の途中であるため、挿入部１４８の被押圧突起１６０にスライダーの押圧突起１
０２の傾斜した部分が当接するまで移動される（図１１Ａ、図１３Ａ、図１４Ｃ、図１５
Ｃ参照）。
【００８９】
　その後、スライダー７８はバネ１３０の弾性力によりさらに移動されることで、スライ
ダー７８の押圧突起１０２が、挿入部１４８の被押圧突起１６０を押圧するようになる。
このとき、押圧突起１０２の傾斜押圧部１０４が、この傾斜に沿って、被押圧突起１６０
の被押圧部１６６を押圧するようになる。そのため、挿入部１４８の被押圧部１６６は、
スライダー７８の押圧突起１０２の傾斜押圧部１０４から挿入方向への応力を受けること
で、雌型コネクタ１２の結合部２６の奥側、すなわち後面３８側へ雄型コネクタ１３４の
挿入部１４８が移動されるようになる。
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【００９０】
　そして、雄型コネクタ１３４が雌型コネクタ１２に結合されることで、雄型コネクタ１
３４の雄型コンタクト１３６の接触部１８と雌型コネクタ１２の雌型コンタクト１４の接
触部１４０とが接触され、雄型コネクタ１３４と雌型コネクタ１２の結合が完了する（図
１Ｂ、図１１Ｄ、図１３Ｂ、図１４Ｄ、図１５Ｄ、図１６参照）。このとき、スライダー
７８が、案内腕１１２に設けられた規制突起１１６と、組込部５８の壁部７２とが当接し
、スライダー７８の移動が規制されるまで移動されるようになる。また、雄型ハウジング
１４６の挿入部１４８に形成された楔突起１８２と雌型ハウジング２４の結合部２６に形
成された楔状溝５４がそれぞれ嵌合されることで、ねじれ等に対して高い耐久性を有する
ようになる。
【００９１】
　また、このとき、スライダー７８の押圧突起１０２の傾斜押圧部１０４の抜け止め面１
０８に雄型ハウジング１４６の挿入部１４８の被押圧突起１６０が当接するようになり、
例えば、雄型コネクタ１３４と雌型コネクタ１２が引っ張られた場合に、この抜け止め面
１０８に被押圧突起１６０が当接されていることで、雄型コネクタ１３４と雌型コネクタ
１２が抜けてしまうことが抑制される。
【００９２】
　さらに、スライダー７８は雌型コネクタ１２と雄型コネクタ１３４が結合された状態で
あってもバネ１３０の弾性力により雄型コネクタ１３４の被押圧突起１６０が押圧される
ため、振動等に対して高い耐久性を得ることができる。
【００９３】
　なお、挿入部１４８の被押圧突起１６０と係止解除突起１６８及びスライダー７８の押
圧突起１０２との位置関係は、雄型コネクタ１３４と雌型コネクタ１２が結合された状態
において、被押圧突起１６０と係止解除突起１６８との間に押圧突起１０２の傾斜押圧部
１０４が設けられるようになっている。なお、押圧突起１０２に窪み１０６が形成される
ことで、雄型コネクタ１３４と雌型コネクタ１２が結合された際に、係止解除突起１６８
が押圧突起１０２に接触してしまうことが抑制される。
【００９４】
　なお、雄型コネクタ１３４と雌型コネクタ１２の結合におけるスライダー７８は、使用
者が雄型コネクタと雌型コネクタとを挿入させるように力を加えて行なう際の補助的な役
割とすることもできる。
【００９５】
　また、雄型コネクタ１３４と雌型コネクタ１２の外し方は、図１０～図１５で示した各
工程を反対に行い、結合された状態の雌型コネクタ１２のスライダー７８をバネ１３０が
縮む方向に押圧して移動させる。スライダー７８を組込部５８の奥側、すなわち、一方の
側面４４側まで移動させ、押圧突起１０２と挿入部１４８の被押圧突起１６０が接触しな
い状態となったら、雌型ハウジング２４の結合部２６から雄型コネクタ１３４を引き抜く
。その際、スライダー７８の係止突起１２２が挿入部１４８の係止解除突起１６８に押圧
されて、スライダー７８の係止腕１２０が変形し、係止解除突起１６８が通過される。係
止解除突起１６８が係止突起１２２を通過することで、係止腕１２０が元の位置にもどり
、係止突起１２２と係止部６６が係止されて、スライダー７８が組込部５８の元の位置に
配置されるようになる。その後、雄型コネクタ１３４を雌型コネクタ１２から引き抜くこ
とで、雄型コネクタ１３４と雌型コネクタ１２を取り外すことができる。
【００９６】
　なお、実施形態では、雄型コネクタ１３４の挿入部１４８の被押圧突起１６０を柱状、
雌型コネクタ１２のスライダー７８の押圧突起１０２を傾斜した形状とした場合を説明し
たが、これとは反対に、雄型コネクタの被押圧突起を傾斜した形状とし、雌型コネクタの
スライダーの押圧突起を柱状とすることもできる。すなわち、雄型ハウジングに形成され
た被押圧突起の形状を、結合方向とは反対側となる後面側を傾斜して形成させ、この傾斜
した部分を、スライダーに形成された柱状の押圧突起で押圧するようにする。このように
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することでも、実施形態のように、雄型コネクタの雄型ハウジングをスライダーに設けら
れたバネの弾性力により、結合方向に押し込むことができるようになる。
【符号の説明】
【００９７】
１０：電気コネクタ　１２：雌型コネクタ　１４：雌型コンタクト　１６：雌型コンタク
ト本体　１８：接触部　２０：接続部　２２：電線　２４：雌型ハウジング　２６：結合
部　２８：電線支持部　３０：前面　３２：開口部　３４：凹部　３６：通過溝　３８：
後面　４０：上面　４２：底面　４４：一方の側面　４６：他方の側面　４８：窓部　５
０：内部空間　５２：固定片　５４：楔状溝　５６：ガイド溝　５８：組込部　６０：連
通部　６２：案内部　６４：上段部　６６：係止部　６８：下段部　７０：取付部　７２
：壁部　７４：案内溝　７５：トンネル溝　７６：入口側　７８：スライダー　８０：前
壁部　８２：挿入口　８４：後壁部　８６：操作部　８８：上壁部　９０：山部　９２：
案内レール　９４：底壁部　９６：一方の側壁部　９８：他方の側壁部　１０２：押圧突
起　１０４：傾斜押圧部　１０６：窪み　１０８：抜け止め面　１０９：押圧面　１１０
：第１スリット　１１２：案内腕　１１４：規制部　１１６：規制突起　１１８：第２ス
リット　１２０：係止腕　１２２：係止突起　１２４：バネ収容部　１２６：平開口部　
１２８：隙間　１３０：バネ　１３２：雌型リテーナ　１３４：雄型コネクタ　１３６：
雄型コンタクト　１３８：雄型コンタクト本体　１４０：接触部　１４２：接続部　１４
４：電線　１４６：雄型ハウジング　１４８：挿入部　１５０：電線支持部　１５２：前
面　１５４：開口部　１５６：後面　１５８：上面　１６０：被押圧突起　１６２：曲面
状部　１６４：平面状部　１６６：被押圧部　１６８：係止解除突起　１６９：面取り部
　１７０：底面　１７２：一方の側面　１７４：他方の側面　１７６：線状突起部　１７
８：内部空間　１８０：固定片　１８２：楔突起　１８４：ガイド突起　１８６：雄型リ
テーナ

【図１】 【図２】
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